
笹

;畢

曲一一品

昭
和
二
五
年
二
月
二
十
八
日

間
O
年
四
月

四
三
年
四
月

四
六
年
四
丹

四
八
年
四
月

間
九
年
四
月

五
二
年
四
月

五
七
年
三
月

五
七
年
十
月

六
一
年
二
月

平

成

三

年

二

月

十
年
四
月

二
三
年
三
月

学

会

活

動

等

筑
波
大
学
哲
学
e

思
想
学
会
(
評
議
員

日
本
哲
学
会

告
本
論
理
学
会
(
評
議
員

教

鰻

歴

略

茨
城
県
石
岡
市
に
生
ま
れ
る
。

茨
城
県
水
戸
第
一
高
等
学
校
入
学

東
京
大
学
理
科
二
類
入
学

同
大
学
文
学
部
転
入

茨
城
県
庁
入
庁

慶
腿
義
勢
大
学
大
学
院
修
士
課
程
文
学
研
究
科
入
学

筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
哲
学
・
思
想
研
究
科
入
学

同
大
学
院
博
士
課
程
哲
学
・
恕
想
研
究
科
修
了

筑
波
大
学
助
手
哲
学
・
思
想
学
系

筑
波
大
学
講
師
哲
学
・
思
想
学
系

筑
波
大
学
劫
教
授
哲
学
・
思
想
学
系

筑
波
大
学
教
授
哲
学
・
思
想
学
系

筑
波
大
学
定
年
退
職

平
成
十
年

i
現
在
)

平
成
十
五
年

1
現
在
)

145 



江
H
H

Z
P
 
世b
ブ1..

業

へ
i
ゲ
ル
哲
学
形
成
の
過
程
と
論
理
い
(
和
辻
賞

へ
!
ゲ
ル
折
口
学
研
究
」
(
共
著
)

へ
!
ゲ
ル
読
本
い
(
共
著
)

吋
規
範
の
基
礎
い
(
共
著
)

吋
講
陸
ド
イ
ツ
観
念
論

第

5
巻い

刊
文
明
論
の
哲
学
い
(
共
著
)

「
〈
権
利
〉
の
選
択
い

吋
文
化
の
受
容
と
変
貌
い
(
共
著
)

吋
哲
学
思
索
と
現
実
の
世
界
い
(
共
著
)

守
護
偲
と
そ
の
外
部

i
!神
話
の
解
釈
学
い

「
小
説
・
論
理
学
講
義
い

刀口

n
u
H
r
u
L
4
ニ
J

E
-
-
j令さH
ソ
ー
↓
円
川

H
-
'
L
'
L

、、T
崎

船
内
恥
小

dy--ノ
ね
汁

H
V
1
H
H
H
A

、、

一
日
川
王
T
J
ノ

ワ
ヨ
円
U
ァ
、
-
了
ニ

船
内
ザ
本
a
」
ノ
一
一
九
付
斗
... 

平
成
二
年

平
成
二
年

平
成
三
年

平
成
五
年

平
成
五
年

平
成

年

平
成
七
年
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哲
書
房

ー

:
i
、
-
-

鴎
悲
お

法
政
大
学
出
版
局

慶
応
通
信

弘
文
堂

八
千
代
出
版

動
革
欝
一
関

文
化
書
一
関
詩
文
社

制
文
社

勤
草
議
開
府



平
成
九
年

「
飢
餓
(
食
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
口
)

(
A
A
a
者
)

平
成
十
一
年

「
自
分
の
頭
で
考
え
る
倫
理
j

カ
ン
ト
・
へ

i
ゲ
ル
・
ニ

i
チ
ェ
」
平
成
十
二
年

「
環
境
問
題
を
哲
学
す
る
い

平
成
十
五
年

へ
i
ゲ
ル
の
国
家
論
」
(
共
著
)

平
成
十
八
年

吋
哲
学
史
の
制
駒
場
i
プ
ラ
ト
ン
か
ら
へ

i
ゲ
ル
ま
で
i
」

平
成
二
一
年

並
区
火
口
十
ム

エ
コ
ロ
圭

n・4
y
l

ド
メ
ス
出
版

筑
淳
書
房

藤
原
書
庖

理
想
社

筑
波
大
学
出
版
会

論
文
(
主
な
も
の
)

「
無
限
者
の
形
而
上
学

l
吋
精
神
現
象
学
」
以
前
の
へ

i
ゲ
ル
に
お
け
る
実
体
・
主
体
論
i
」

昭

和

五

六

年

三

E 

「へ

i
ゲ
ル
の
吋
哲
学
」
と
歴
史
的
現
実
」

昭
和
五
七
年
吋
哲
学
・
思
想
論
議
」

「
へ
!
ゲ
ル
に
お
け
る
「
神
の
死
」
と
和
解
j
『
精
神
現
象
学
い
以
前
の
刑
罰
論
に
別
し
て
i
」

昭
和
五
八
年
吋
倫
理
学
年
報
」

辺
精
神
現
象
学
い
と
目
的
論
」

刀
口
日

1
1
手

n
H
壬
f
3
J
I
J
f

「
カ
ン
ト
の
自
由
論
と
へ

i
ゲ
ル
の
思
惟
」

刀
日

nH
由工

L
c
r

H
H
1
A
t
-
-
J
4
1
J
ノ
ー

吋
理
想
い

ハ
O
五
号

吋
哲
学
・
思
想
論
集
」

コ王，
J
1
d
 

第
一
号

第

集
第
十
号
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「ニ

i
チ
ェ
に
お
け
る
人
間
と
心
理
」

刀
コ
れ
H
H

」、一
F
r

H
川
ゴ
寸
一
ノ
一
山
羽
i

「
カ
ン
ト
の
道
徳
理
論
に
お
け
る
「
人
間
」
の
問
題
」

昭
和
六
二
年

「ニ

i
チ
ェ
の
λ

心
理
学
」

。1nH
U

“、、
4

一四ニ

防
川
去
二
三
五
斗

「ニ

l
チ
ェ
の
自
由
論
」

昭
和
六
三
年

「
へ
!
ゲ
ル
人
情
論
の
射
程
」

平
成
三
年

「
〈
ラ
イ
ト
〉
の
思
想
と
自
由
の
問
題
」

平
成
五
年

「へ

i
ゲ
ル
と
幻
想
の
ス
ピ
ノ
ザ
、
あ
る
い
は
知
の
ポ
テ
ン
チ
ア
」
平
成
五
年

「
民
主
主
義
国
家
の
存
続
は
可
能
か
」

平
成
八
年

「
共
同
事
業
と
し
て
の
留
家
創
出
に
む
け
て
」

平
成;
十

年

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
め
ぐ
る
カ
ン
ト
と
へ

i
ゲ
ル
」

平
成

年

「へ

i
ゲ
ル
国
家
論
と
地
球
環
境
問
題
」

平
成
十

年

「
自
由
・
民
主
主
義
道
徳
の
根
拠
」

平
成
十

年

吋
哲
学
・
思
想
論
集
」

吋
倫
理
学
年
報
い

吋
哲
学
・
思
想
論
集
い

吋
哲
学
・
思
想
論
集
い

部
惑
い

ハ
四
七
号

お
同
学
・
思
想
論
集
い

円
現
代
思
想
」

第
十
二
号

第
三
六
集

第
十
三
号

第
十
四
号

1
4
1
手

-
H河

J
i
l
t下
、

第
二
一
巻
第
八
号

「
哲
問
主

四
七
号

門
日
本
倫
理
学
会
大
会
報
告
集
」

吋
哲
学
雑
誌
』

「環」

第
五
号

吋
哲
学
の
探
究
」

第

一
五
巻
第
七
八
七
号

二
八
号
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号



「
環
境
論
理
と
未
来
世
代
問
題
」

「
環
境
経
済
学
批
判
i
環
境
税
を
め
ぐ
っ
て
」

「
環
境
問
題
と
社
会
的
意
思
決
定
の
論
理
」

「ロ

i
ル
ズ
正
義
論
再
考
」

E
 
翻

訳

D
-
へ
ン
リ
ッ
ヒ
「
へ
!
ゲ
ル
哲
学
の
コ
ン
テ
ク
ス

U 

事
典
・
辞
典

「へ

i
ゲ
ル
事
典
」
(
項
目
執
筆
)

一
哲
学
・
思
想
事
典
」
(
項
目
執
筆
)

「
事
典

哲
学
の
木
」
(
項
目
執
筆
)

「
現
代
倫
理
学
事
典
」
(
項
目
執
筆
)

平
成
十
五
年

平
成
十
六
年

平
成
二
一
年

平
成

(
共
訳
)
昭
和
六
二
年

成
1m 
年

平
成

年

成

j出

平
成

八
年

「
哲
学
・
思
想
論
議
」

吋
倫
理
学
』

吋
倫
理
学
」

年

「
倫
浬
学
」

哲
書
一
筋

弘
文
堂

岩
波
書
活

怠
九
州
火
災
十
上

剖
耐
雪
印
ム
手
ド

弘
文
堂

第
二
十
号

第
二
五
号

第
二
六
号

第
二
一
号
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